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当院では、脳神経外科の専門病院として２４時間３６５日受け入れを行っております。

「慢性期脳塞栓症治療につなげる
 超急性期血栓回収療法の取り組み」

講演

当院 飛驒 一利 院長

当院 小林 聡 医師

「当院の救急診療体制の総括として」

「当院の救急患者の現状について」
当院統括診療部長 安田 宏 医師

講演

 当院での救急診療体制を

「慢性期脳塞栓症治療につなげる
 超急性期血栓回収療法の取り組み」

講演
当院 小林 聡 医師

を ６月２４日に京王プラザホテル札幌にて開催された
『Sapporo Stroke Meeting』に於いて、当院の安田
宏医師、小林聡医師が講演を行い、当院での救急診
療体制の取り組みをお話ししました。でお話しました

『Sapporo Stroke Meeting』

もしもの時に頼れる病院として、どうぞご活用下さい。

これまでの安田医師、小林医師の講演で当院の救急診療患者の症状別内訳、超急性期の
患者さまへの診療状況、近隣地域との連携の在り方等、当院での救急診療体制の取り組み
について、深くご理解頂けたことと思います。特に、脳卒中への対応はスピードが勝負で、い
かに初動から迅速に対応できるかが大切であり、患者の身体的負担や後遺症の発症を少
なくすることができます。当院では、救急医療に対する知識や経験も多い医師やスタッフを
配置して体制を整えております。今後も救急隊の方々等からのご提言を頂きながら、当院の
救急医療体制をより向上させるよう努めていく所存でございます。

2018年の救急診療の総受
診件数は1,648件であり、
うち救急車での搬送件数は
1,063件と総受診件数の
約65％でした。2017年の
救急車搬送件数は943件
であったため、前年より多く

救急車での搬送を受け入れております。また、受入状況は
近隣地域の救急隊からの要請だけではなく、遠方の地域
の救急隊からの受入要請や、他の病院の医師からの受
入要請に対応することもございます。救急診療による診
断結果は、脳卒中が約27％、外傷打撲が約29％、てん
かん・けいれんが約5％、その他が約39％であり、その他
の患者の中には、脳神経に関する症状が現れていても、
検査を行うと脳神経疾患ではない予後に重大な影響を
与えるような疾患であった場合もありました。今後も患者
さまにご満足頂けるよう、救急診療体制をより良い体制に
整え、地域の医療を担う存在でありたいと考えております。

当院での超急性期脳梗塞の
血栓回収療法は、適用数が20
例あり、そのうち19例について
血管内治療を行い、18例で血
栓回収術を施行し、その全てで
実施後に半分以上の再開通を
しております。『Time is brain』

と言われるように脳梗塞治療は一刻を争うものです。
治療が１分早いと健康に過ごせる時間が1.8日も伸び
ます。そのため血栓回収術は、病院に搬送されてから再
開通をするまで90分以内で行う事を目標にしており、当
院でも目標時間内に血栓回収術を行えるよう努めてお
ります。また、血管内治療は2016年には全国で約
7,000件の治療件数が実施されており、2018年は約
12,000件と治療件数は増加しております。近年の傾向
からも血栓回収療法の適応患者の増加が予想されるこ
とから、これからも迅速な対応ができるように取り組ん
でいきたいと考えております。



　今年４月より入退院支援の充実を目指し、これ

までの地域医療連携室と入退院支援室が１つの

部署となり『入退院支援センター』として開設さ

れました。統括診療部長の安田医師をセンター

長に、入退院支援センター担当看護科長に小日

向看護科長、専従看護師２名、ソーシャルワーカ

ー１名、事務職員１名で運営開始しております。

　今までの関係機関との前方連携及び受診・入

院調整に加え、「新たに入退院支援として外来通

院中の患者さまの予約入院時のオリエンテーショ

ン」、「担当看護師、薬剤師、栄養士、ソーシャルワ

ーカーの入院前カンファレンス」、「入院当日の患

者さまの病棟オリエンテーションや病棟看護師へ

の引き継ぎ」などを行っております。

　入院前カンファレンスの結果で、必要に応じ薬

剤師が安全に手術や検査が実施できるように薬

の確認を行ったり、栄養士が入院中の必要栄養

量や食事内容をあらかじめ準備したり、退院後に

社会資源等必要があればソーシャルワーカーが

相談支援で関わらせて頂き、以前よりチームで支

援させて頂く体制の強化を致しました。実際入院

される患者さまやご家族からは「事前に入院生活

のイメージがついたので、安心して入院すること

ができた」、「手術への不安が少なくなった」など

の声が訊かれております。

　センター新設を機に、チーム一丸となって患者

さまの気持ちに寄り添い、安全で安楽な入院生

活と退院後の生活を目指し努力していく所存で

おりますので、どうぞよろしくお願い致します。

入退院支援センター看護科長
小日向 美紀

各部署のご紹介

今年４月より入退院支援の充実を目指し、これ
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脳神経に関する疾患は、ある日突然症状として現れる
ことも多くあります。定期的に検査を行って頂く事をお
すすめ致しますが、初めての病院を受診するという事
に不安や抵抗がある方も多いと思います。当院では患
者さまに落ち着いて過ごして頂けるような空間づくり
を行っておりますので、ぜひお気軽にお立ち寄り下さ
い。病院という場所のイメージが良いものに変わるか
もしれません。患者さまの笑顔が私たちの宝物です。

当院リハビリテーション科の安彦かがり医師
が“脳と運動”についての講演を行い、理学療法
士が“無理をしない室内運動”で筋力アップさせ
る方法を実践。参加された方と一緒に身体を動
かし、「これなら毎日続けられる」との声もあり、
参加者の健康寿命への関心の高さを感じた講演
となりました。

当院の笹森徹医師より“腰痛と骨のお話”の講
演をし、その後外来担当の看護師より“骨粗し
ょう症を予防する生活習慣”の講演を行いまし
た。また講演終了後には参加された全ての方の
骨密度の測定を行い、多くの参加者にご好評頂
きました。

～知っておきたい脳と健康～ ～私の骨は大丈夫？～

テラス教室は今後も継続して開催する予定でありますので、どうぞお気軽にご参加ください。

昨年１０月より当院１階
テラスにて行っています！


